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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し

て
、各
業
種
別
に
全
国
生
活
衛
生

同
業
組
合
連
合
会
等
が「
感
染
拡

大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
策
定
し

て
お
り
、全
国
理
容
生
活
衛
生
同

業
組
合
連
合
会
で
も「
理
容
業
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
五
月

二
十
九
日
に
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、未
だ
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
増
加
し

て
お
り
、厚
生
労
働
省
医
薬・
生
活

衛
生
局
生
活
衛
生
課
及
び
内
閣
官

房
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
推
進
室
か
ら
、よ
り
一
層
の
感

染
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
徹
底
実

施
の
通
知
が
出
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ

で
全
国
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン

タ
ー
の
生
衛
業

経
営
支
援・ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
実
施

促
進
事
業
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、県
組

合
か
ら
選
ば
れ

た
専
門
指
導
員
、

主
に
支
部
長
が

担
当
し
ま
す
が

「
経
営
再
建
支
援・
業
種
別
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」を
持
っ

て
、理
容
業
感
染
拡
大
防
止
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
実
践
さ
れ
て
い
る
か
を

巡
回
指
導
す
る
も
の
で
す
。チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
に
は
五
十
三
程
度
の

チ
ェ
ッ
ク
項
目
が
あ
り
、そ
の
時
点

で
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
実
践
状
況
を

記
入
し
、一
定
程
度
以
上
実
践
さ
れ

て
い
る
お
店
に
は
、「
感
染
防
止
対

策
取
組
店
証
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。

お
客
様
が
安
心
し
て
ご
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
目
印
に
な
る「
取
組

店
証
」で
す
。ぜ
ひ
感
染
防
止
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
守
っ
て
数
多
く
の
組

合
員
店
が
交
付
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
徹
底
遵
守
を
！

「
感
染
防
止
対
策
取
組
店
証
」を
交
付
へ

感染防止対策取組店証

当店は業界団体が作成した
ガイドラインに基づき

感染防止対策に
取り組んでいます

〇〇〇県〇〇〇〇〇〇生活衛生同業組合
（公財）全国生活衛生営業指導センター

実 施 団 体

新型コロナウイルス
感染防止対策取組店

※ 厚生労働省の国庫補助事業として実施しています

そ
こ
で
組
合
員
向
け
に
県
独
自
の

フ
ェ
ー
ド
ス
タ
イ
ル
の
講
習
、バ
ー

バ
ー
ブ
ー
ム
を
網
羅
す
る
テ
キ
ス

ト
の
作
成
を
す
る
予
定
。

ま
た
今
回
は
組
合
店
の
技
術
の

素
晴
ら
し
さ
を
発
信
す
る
た
め
、県

組
合
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
開
設
。
そ
し
て
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
新
し
い
生
活
様
式
に

添
っ
た
講
習
形
態
と
し
て
、二
月
頃

を
め
ど
に
、初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
講

習
を
開
催
す
る
。

今
ま
で
と
違
っ
た
国
庫
補
助
金

事
業
と
な
り
ま
す
が
、ご
期
待
く
だ

さ
い
。

�

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

め
、す
べ
て
の
競
技
会
が
中
止
と
な

り
、選
手
に
と
っ
て
は
残
念
な
一
年

と
な
っ
た
。

ま
た
県
組
合
で
は
、毎
年
秋
に
開

催
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
、屋
内
競
技
で
あ
る
こ
と
や
、密

集
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、今
年
度
は

中
止
が
決
定
し
た
。

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

令
和
二
年
度
の
国
庫
補
助
金
事

業
と
し
て
申
請
し
て
い
た「
こ
れ
か

ら
の
バ
ー
バ
ー
生
き
残
り
カ
ッ
ト
戦

術
」が
七
月
に
厚
生
労
働
省
よ
り

正
式
に
交
付
決
定
さ
れ
た
。

今
回
の
事
業
は
、バ
ー
バ
ー
ブ
ー

ム
が
叫
ば
れ
て
久
し
く
、フ
ェ
ー
ド

ヘ
ア
な
ど
の
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
や
顔
そ

り
に
代
表
さ
れ
る
メ
ン
ズ
グ
ル
ー

ミ
ン
グ
が
見
直
さ
れ
、古
き
良
き
ア

メ
リ
カ
ン
バ
ー
バ
ー
を
模
し
た
サ
ロ

ン
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
が
、そ
れ
ら

は
員
外
店
や
美
容
室
で
あ
っ
た
り

す
る
場
合
が
多
く
、未
だ
組
合
員
に

ブ
ー
ム
の
恩
恵
を
も
た
ら
す
ま
で
に

至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

十
月
十
九
日
に
島
根
県
松
江
市

で
開
か
れ
る
全
国
理
容
競
技
大
会

は
、当
初
人
間
モ
デ
ル
競
技
を
、す

べ
て
マ
ネ
キ
ン
で
の
競
技
に
変
更

し
て
の
開
催
予
定
で
あ
っ
た
が
、全

国
か
ら
選
手
が
集
ま
る
た
め
に
感

染
拡
大
の
懸
念
や
地
元
の
事
情
等

も
あ
り
、や
む
な
く
中
止
が
決
定
し

た
。こ

れ
で
県
大
会
、四
国
大
会
を
じ

全
国
理
容
競
技
大
会
は
中
止
へ

県
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
も
中
止
に

令
和
二
年
度
国
庫
補
助
金
事
業
が
決
定 
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◇
経
過
日
誌

三

役

会

•

第
四
回
三
役
会

　
　
八
月
二
十
四
日
㈪ 
午
後
三
時

組
合
事
務
所
会
議
室

•

第
一
回
三
役
、支
部
長
合
同
会
議

　
　
九
月
七
日
㈪ 

午
前
九
時
三
十
分

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

部

長

会

•

共
済
事
業
推
進
会
議

　
　
七
月
六
日
㈪ 

午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

委

員

会

•

第
一
回
国
庫
補
助
金
事
業

�

関
係
者
会
議

　
　
九
月
七
日
㈪ 

午
前
十
時
三
十
分

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

競
技
大
会

•

四
国
理
容
競
技
大
会

　
　
七
月
二
十
日
㈪ 

中
止

そ

の

他

•

特
別
相
談
員
研
修
会

　
　
七
月
二
十
日
㈪ 

午
前
九
時
五
十
分

香
川
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

•

理
容
師
国
家
試
験（
実
技
）

　
　
八
月
三
日
㈪ 香

川
県
美
容
会
館

•

組
合
事
務
所
夏
季
休
暇

　
　
八
月
十
二
日
、十
三
日
、十
四
日

•
第
一
回
衛
生
水
準
の
確
保
、

�

向
上
事
業
推
進
会
議

　
　
八
月
二
十
四
日
㈪ 

午
後
一
時
三
十
分

香
川
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

•

理
容
師
国
家
試
験（
筆
記
）

　
　
九
月
六
日
㈰

愛
媛
県
美
容
専
門
学
校

•

理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

　
　
九
月
十
四
日
㈪ 

◇
予
定
行
事

三
役
部
長
会

•

第
二
回
三
役
部
長
会

　
　
十
月
二
十
六
日
㈪ 

午
前
十
時

組
合
事
務
所
会
議
室

理

事

会

•

第
二
回
理
事
会

　
　
十
一
月
三
十
日
㈪ 

午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
小
会
議
室
①
②
③

委

員

会

•

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
準
備
委
員
会

　
　
十
月
十
九
日
㈪ 

正
午

中
止

協

議

会

•

西
讃
協
議
会
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
十
一
月
十
六
日
㈪ 

会
場
未
定

•

東
讃
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
　
十
二
月
七
日
㈪ 

会
場
未
定

講

習

会

•

ニ
ュ
ー
ヘ
ア
組
合
講
習

　
　
十
月
二
十
六
日
㈪ 

午
前
十
時

中
止

•

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ガ
イ
ド

　
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　
　
十
一
月
三
十
日
㈪ 

午
後
一
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
小
会
議
室
①
②
③

競
技
大
会

•

第
七
十
二
回
全
国
理
容
競
技
大
会

　
　
十
月
十
九
日
㈪ 

中
止

そ

の

他

•

管
理
理
容
師
資
格
認
定
講
習

　
　
十
月
五
日
㈪ 

午
前
九
時
三
十
分

　
　
十
月
十
二
日
㈪ 

午
前
九
時
三
十
分

　
　
十
月
十
九
日
㈪ 

午
前
九
時
三
十
分

•

県
組
合
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
十
一
月
二
日
㈪ 

午
前
七
時
三
十
分

屋
島
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

•

県
組
合
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
十
一
月
九
日
㈪ 

午
前
十
時中

止

•

髪
授
神
祠
大
祭

　
　
十
一
月
二
十
三
日
㈪ 

午
前
十
一
時

石
清
尾
八
幡
宮

経
過
及
び
行
事
予
定

経
過
及
び
行
事
予
定

第293号理　　容　　　香　　川2020年（令和２年）10月１日発行 （2）



長
い
梅
雨
の
続
く
六
月
二
十
九

日
、高
橋
武
夫
氏
の
米
寿
記
念
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
詫
間
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
雨
を
心
配
し
て
お
り
ま
し

た
が
、ゴ
ル
フ
の
神
様
が
晴
天
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

高
橋
氏
は
今
年
満
八
十
八
才
と

な
る
現
在
も
一
人
で
営
業
さ
れ
て

お
り
、趣
味
の
ゴ
ル
フ
で
は
エ
イ
ジ

シ
ュ
ー
ト
三
回
を
誇
り
、今
も
時
間

が
あ
れ
ば
コ
ー
ス
を
回
っ
て
い
ま

す
。成

績
は
以
下
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

優
勝　
藤
岡　
康
宏

二
位　
藤
岡　
孝
久

三
位　
高
橋　
武
夫

（
豊
浜
支
部
広
報　
武
田
幸
重
）

門
が
善
通
寺
支
部
の
山
崎
裕
太
選

手
が
県
代
表
を
射
止
め
た
。
全
国

大
会
ま
で
の
残
さ
れ
た
時
間
は
短

い
が
、よ
り
良
い
作
品
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

追
記選

考
会
の
の
ち
、七
月
十
六
日
の

全
国
理
容
連
合
会
臨
時
理
事
会
の

席
で
残
念
な
が
ら
今
年
度
の
全
国

理
容
競
技
大
会
の
中
止
が
決
定
さ

れ
、選
手
派
遣
は
見
送
り
と
な
っ
た
。

�

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

共
済
部
長
に
は
お
互
い
よ
く
相
談

の
上
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
旨
を

お
伝
え
し
ま
し
た
。

ま
た
、推
進
に
当
た
っ
て
は
今
年

の
場
合
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
直
接

組
合
員
の
お
店
に
出
向
か
な
く
て

も
電
話
に
よ
る
推
進
で
も
手
当
て

は
出
し
ま
す
と
い
う
事
を
周
知
致

し
ま
し
た
。

そ
し
て
、ノ
ル
マ
と
し
て
二
十
店

舗
以
上
の
支
部
に
は
二
口
、そ
れ
以

下
の
支
部
に
は
一
口
の
加
入
を
お

願
い
し
て
打
ち
合
わ
せ
会
を
滞
り

な
く
終
了
致
し
ま
し
た
。

（
共
済
部
長　
安
冨
豊
昭
）

今
年
度
の
県
競
技
大
会
、
四
国

競
技
大
会
が
中
止
と
な
っ
た
た

め
、全
国
大
会
の
派
遣
選
手
を
決

定
す
る
選
考
会
が
令
和
二
年
六
月

二
十
二
日
に
ｈ
ａ
ｉ
ｒ
ｓ
ａ
ｌ
ｏ
ｎ　

ｋ
ａ
ｗ
ａ
ｓ
ｕ
ｊ
ｉ
で
行
わ
れ
た
。

今
回
は
県
大
会
に
登
録
し
た
選

手
の
う
ち
、複
数
名
出
場
の
第
二
部

門
レ
デ
ィ
ス
カ
ッ
ト・パ
ー
マ
ス
タ

イ
ル「
Ｌ
ｅ
ａ
ｐ
」と
ジ
ュ
ニ
ア
部
門

ク
ラ
シ
カ
ル
バ
ッ
ク
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ヘ
ア
の
二
競
技
が
行
わ
れ
た
。

今
回
、選
考
会
一
発
勝
負
と
い
う

厳
し
い
条
件
で
の
県
代
表
へ
の
道

の
り
と
な
っ
た
が
、各
選
手
持
ち
前

の
技
量
を
発
揮
し
、正
々
堂
々
た
る

戦
い
を
繰
り
広
げ
た
。

結
果
は
第
二
部
門
が
善
通
寺
支

部
の
山
田
真
央
選
手
、ジ
ュ
ニ
ア
部

令
和
二
年
七
月
六
日
㈪
午
前
十

時
よ
り
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議

室
に
て
出
席
者
五
十
一
名
で
開
催

致
し
ま
し
た
。

県
独
自
の
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
は
、ワ
イ
ド
プ
ラ
ン・
団
体
生
命

小
型・療
養
補
償（
所
得・医
療
コ
ー

ス
）を
重
点
共
済
と
し
ま
し
た
。特

に
ワ
イ
ド
プ
ラ
ン
は
加
入
者
が
極

端
に
少
な
い
の
で
力
を
入
れ
て
推

進
し
て
参
り
ま
す
。と
言
う
の
も
、

昨
年
の
関
東
を
襲
っ
た
台
風
十
五

号
、十
九
号
の
恐
ろ
し
さ
は
、ま
だ

記
憶
に
新
し
く
、ま
た
今
年
の
梅
雨

時
期
に
お
け
る
熊
本
県
を
始
め
と

す
る
九
州
の
豪
雨
被
害
を
目
の
当

た
り
に
す
る
と
ワ
イ
ド
プ
ラ
ン
へ
の

加
入
推
進
は
特
に
必
要
だ
と
痛
感

し
ま
し
た
。で
す
か
ら
打
ち
合
わ
せ

会
で
は
各
支
部
の
支
部
長
並
び
に

全
国
競
技
大
会
選
考
会
を
開
催

令
和
二
年
度
香
川
県
理
容
組
合

共
済
事
業
推
進
打
合
会
開
催共済打ち合わせ会の様子

出場選手の皆さん

いつまでもお元気な高橋氏を囲んで

選考会の様子

豊
浜
支
部
　
高
橋
武
夫
氏

米
寿
記
念
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
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も
可
能
で
す

（
県
広
報　
山
崎
鎮
永
）

家
賃
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

議
所
二
Ｆ　
九
時
半
～
四
時
半

そ
の
他
の
質
問
は「
家
賃
支

援
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」　

〇
一
二
〇
―
六
五
三
―
九
三
〇
ま

で■
融
資

日
本
政
策
金
融
公
庫
、商
工
中
金
、

民
間
金
融
機
関
に
お
け
る
実
質
無

利
子
、無
担
保
融
資

★
実
質
無
利
子・
無
担
保・
元
本
返

済
据
え
置
き
最
大
五
年

★
民
間
金
融
機
関
に
よ
る
信
用
保

証
付
き
融
資
の
保
証
料
が
半
額

又
は
ゼ
ロ

★
借
り
換
え
も
保
証
料
ゼ
ロ・金
利

負
担
実
質
ゼ
ロ

★
状
況
に
応
じ
て
複
数
回
の
利
用

三
か
月
の
合
計
で
前
年
同
期
比

三
十
％
以
上
マ
イ
ナ
ス
の
事
業

者
。

★「
給
付
額
」法
人・
最
大
六
百
万

円
。
個
人
事
業
者・
最
大
三
百
万

円
を
一
括
支
給

★「
算
定
方
法
」
申
請
時
の
直
近

一
ヵ
月
に
お
け
る
支
払
い
賃
料

（
月
額
）に
基
づ
き
算
定
し
た
給

付
額
の
六
倍
。

　

さ
ら
に
こ
の
給
付
金
を
受
け
た

小
規
模
事
業
者
、
個
人
事
業
者

な
ど
に
、上
乗
せ
で
県
か
ら
法

人
・
最
大 
六
十
万
円
。
個
人
事

業
者・最
大 
三
十
七
、五
万
円
万

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

★
申
請
方
法・・・
基
本
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
申
請
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

申
請
が
困
難
な
方
に
は「
申
請
サ

ポ
ー
ト
会
場
」が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。（
要
来
訪
予
約
）

「
高
松
会
場
」・・
高
松
空
港
一
Ｆ　

レ
ク
ト
ー
レ
高
松
空
港　

九
時
～

四
時
半

「
坂
出
会
場
」・・坂
出
商
工
会
館
四
Ｆ　

九
時
～
五
時

「
丸
亀
会
場
」・・丸
亀
商
工
会
議
所

五
Ｆ　
九
時
～
五
時

「
仲
多
度
郡
会
場
」・・多
度
津
商
工

会
議
所
二
Ｆ　
九
時
半
～
三
時
半

「
善
通
寺
会
場
」・・
善
通
寺
商
工
会

議
所
三
Ｆ　
九
時
～
五
時

「
観
音
寺
会
場
」・・観
音
寺
商
工
会

■
持
続
化
給
付
金

�

（
令
和
三
年
一
月
十
五
日
ま
で
）

前
年
度
対
比
売
り
上
げ
が
五
十
％

ダ
ウ
ン
し
て
い
る
場
合
、個
人
事

業
者
、最
大
百
万
円
。
法
人・
最
大

二
百
万
円
の
給
付
金
が
出
ま
す
。

　

さ
ら
に
こ
の
給
付
金
を
受
け
た

小
規
模
事
業
者
、個
人
事
業
者
な

ど
に
、上
乗
せ
で
県
か
ら
応
援
給

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。「
一
律　

二
十
万
円
」　
（
受
付
は
令
和
三
年

三
月
一
日
ま
で
）

★
申
請
方
法・・・
基
本
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
申
請
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

申
請
が
困
難
な
方
に
は「
申
請
サ

ポ
ー
ト
会
場
」が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
高
松
会
場
」・・高
松
商
工
会
議
所

四
Ｆ　
九
時
～
五
時

「
観
音
寺
会
場
」・・観
音
寺
商
工
会

館
三
Ｆ　
九
時
半
～
五
時

※
要
来
訪
予
約
・
両
会
場
共
通　

〇
五
七
〇
―
〇
七
七
―
八
六
六

■
家
賃
支
援
給
付
金

�

【
令
和
三
年
一
月
十
五
日
ま
で
】

売
り
上
げ
の
減
少
に
直
面
す
る
事

業
者
の
下
支
え
の
た
め「
地
代・
家

賃（
賃
料
）を
給
付
し
ま
す
。

★「
支
給
対
象
」・・五
月
～
十
二
月

の
売
り
上
げ
高
に
つ
い
て
、一
ヵ

月
で
前
年
同
月
比
五
十
％
以
上

マ
イ
ナ
ス
。
ま
た
は
、連
続
す
る

様
々
な
給
付
金（
融
資
）に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

支払い賃料（月額） 給付額（月額）

７５万円以下 支払い賃料×2/3

７５万円超 ５０万円＋｛支払い賃料の７５万円の超過分×1/3｝

◆ただし、１００万円（月額）が上限

３７.５万円以下 支払い賃料×2/3

３７.５万円超 ２５万円＋｛支払い賃料の３７．５万円の超過分×1/3｝

◆ただし、５０万円（月額）が上限

法

　人

個
人
事
業
主
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見
解
で
は
安
全
性
が
確
認
出
来

て
い
な
い
の
で
推
奨
し
な
い
。と

の
こ
と
で
す
が
、次
亜
塩
素
酸
水

の
噴
霧
に
関
し
て
は
先
の
北
海

道
大
学
や
岡
山
大
学
医
学
部
の

研
究
で
安
全
性
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、効
果
に
関
し
て
も
、ウ
ィ

ル
ス
は
床
に
近
い
ほ
ど
濃
度
が
高

く
な
る
の
で
、そ
れ
に
対
し
て
の

有
効
性
も
認
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

（
県
広
報　
山
﨑
鎮
永
）

ム
）（
０・２
２
％
以
上
）

●
次
亜
塩
素
酸
水

　
（
以
前
県
組
合
が
配
布
し
た
も
の

で
す・次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

と
は
異
な
る
物
質
で
す
。次
亜
塩

素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
薄
め
て
も
次

亜
塩
素
酸
水
に
は
な
り
ま
せ
ん
）

　

消
毒
し
た
い
も
の
の
汚
れ
を
あ

ら
か
じ
め
落
と
し
ま
す
。有
効
塩

素
濃
度
八
十
Ｐ
Ｐ
Ｍ
以
上
の
も

の
を
た
っ
ぷ
り
使
い
表
面
を
ヒ
タ

ヒ
タ
に
濡
ら
し
た
後
二
十
秒
以

上
置
い
て
ふ
き
取
る
。

※
北
海
道
大
学
研
究
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
と
、コ
ロ
ナ
に
有
効
で
あ
る

と
同
時
に
次
亜
塩
素
酸
水
は「
手

洗
い
に
も
有
効
な
資
材
で
あ
る
」

と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
前
次
亜
塩
素
酸
水
の
コ
ロ
ナ

に
対
す
る
有
効
性
を
疑
問
視
し

た
り
否
定
し
た
り
す
る
様
々
な

メ
デ
ィ
ア
の
誤
報
が
あ
り
ま
し
た

が
、正
し
く
は
厚
生
労
働
省
も
効

果
を
認
め
て
お
り
ま
す
。（
た
だ

し
、紫
外
線
に
弱
く
、遮
光
性
の

容
器
に
入
れ
る
か
冷
暗
所
に
保

管
し
な
い
と
比
較
的
早
く
た
だ

の
水
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。）

　
★
空
気
中
の
ウ
イ
ル
ス
対
策

●
換
気

●
空
間
噴
霧・・消
毒
剤
の
噴
霧
に

関
し
て
厚
生
労
働
省・Ｗ
Ｈ
Ｏ
の

も
の
が
入
手
出
来
な
く
て
も
差

し
支
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
モ
ノ
に
付
着
し
た
ウ
ィ
ル
ス
対
策

●
熱
水・・八
十
度
の
熱
水
に
十
分

間
さ
ら
す
。

●
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム・・市

販
の
家
庭
用
漂
白
剤
を
次
亜
塩

素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
濃
度
が
０・

０
５
％
に
な
る
よ
う
に
薄
め
た
も

の
を
使
用
。（
金
属
製
の
も
の
に

使
用
す
る
と
腐
食
の
可
能
性
あ

り
ま
す
）

●
洗
剤（
界
面
活
性
剤
）Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

検
証
試
験
結
果
か
ら
有
効
と
判

断
さ
れ
た
界
面
活
性
剤

•

直
鎖
ア
ル
キ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
ス
ル

ホ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム（
０・１
％
以

上
）

•

ア
ル
キ
ル
グ
リ
コ
シ
ド（
０・１
％

以
上
）

•

ア
ル
キ
ル
ア
ミ
ン
オ
キ
シ
ド（
０・

０
５
％
以
上
）

•

塩
化
ベ
ン
ザ
ル
コ
ニ
ウ
ム（
０・

０
５
％
以
上
）

•

塩
化
ベ
ン
ゼ
ト
ニ
ウ
ム（
０
・

０
５
％
以
上
）

•

塩
化
ジ
ア
ル
キ
ル
ジ
メ
チ
ル
ア

ン
モ
ニ
ウ
ム（
０・０
１
％
以
上
）

•

ポ
リ
オ
キ
シ
エ
チ
レ
ン
ア
ル
キ
ル

エ
ー
テ
ル（
０・２
％
以
上
）

•

純
石
け
ん
分（
脂
肪
酸
カ
リ
ウ

ム
）（
０・２
４
％
以
上
）

•

純
石
け
ん
分（
脂
肪
酸
ナ
ト
リ
ウ

理
容
業
界
で
は
元
々
国
家
試
験

を
受
験
す
る
時
に
し
っ
か
り
と
消

毒
法
を
学
ん
で
お
り
ま
す
。そ
れ
を

順
守
す
れ
ば
コ
ロ
ナ
対
策
も
問
題

な
い
の
で
す
が
、な
に
ぶ
ん
学
ん
で

か
ら
相
当
年
月
が
経
ち
忘
れ
て
い

る
こ
と
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、今
一
度
思
い
出
し
て
、さ
ら
に

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
、次
亜
塩
素
酸

水
等
の
正
し
い
使
用
方
法
を
ご
確

認
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。常
に
最

新
の
情
報
を
元
に
正
し
い
方
法
で

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
消
毒・除

菌
方
法
一
覧（
そ
れ
ぞ
れ
所
定
の
濃

度
が
あ
り
ま
す
）

★
手
指
の
消
毒

●
手
洗
い・・
流
水
十
五
秒
で
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
一
／
百
に
、ハ
ン

ド
ソ
ー
プ
で
十
秒
も
み
洗
い
プ
ラ

ス
流
水
十
五
秒
す
す
ぐ
と
一
／

一
万
に
な
り
ま
す
。

●
ア
ル
コ
ー
ル・・（
濃
度
七
十
％
以

上
九
十
五
％
以
下
の
エ
タ
ノ
ー

ル
）

　
ア
ル
コ
ー
ル
は
ウ
ィ
ル
ス
の「
膜
」

を
壊
す
こ
と
で
無
毒
化
す
る
も
の

で
す
。

　

北
里
大
学
、北
里
研
究
所
の
調

査
結
果
で
は
五
十
％
以
上
の
濃

度
で
も
有
効
性
が
確
認
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
七
十
％
以
上
の

正
し
い
消
毒
法
を
今
一
度
確
認
し
て
み
ま
し
た

方　法 器具等 手指

水及び石鹸よる洗浄 〇 〇

熱水 〇 ×

アルコール消毒液 〇 〇

次亜塩素酸ナトリウム水溶液（塩素系漂白剤） 〇 ×

手指用以外の界面活性剤（洗剤） 〇 －
（未評価）

次亜塩素酸水（一定条件を満たすもの） 〇 〇
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以
上
の
五
点
を
特
に
気
を
付
け

て
営
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

技
術
者
、お
客
様
の
双
方
が
ナ
ー

バ
ス
に
な
り
過
ぎ
て
も
営
業
ス
タ
イ

ル
に
支
障
が
出
る
か
と
思
い
ま
す
の

で『
出
来
る
事
を
キ
ッ
チ
リ
と
』を

基
本
と
し
て
無
理
の
無
い
範
囲
で

の
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｄ
さ
ん

当
店
で
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
以
降
、す
べ
て
の
お
客
様
に
プ

レ
シ
ャ
ン
プ
ー
を
行
う
よ
う
に
し
ま

し
た
。以
前
は
髪
が
汚
れ
て
い
る
お

客
様
、整
髪
料
の
つ
い
て
い
る
お
客

様
の
み
プ
レ
シ
ャ
ン
プ
ー
を
し
て
い

ま
し
た
が
髪
に
付
着
し
た
ウ
ィ
ル
ス

の
除
去
は
も
ち
ろ
ん
、櫛
や
ハ
サ
ミ

等
、そ
の
後
の
施
術
に
使
う
道
具
の

消
毒
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。
技
術
者

の
手
指
に
ウ
ィ
ル
ス
が
付
着
す
る
の

を
防
ぐ
た
め
に
も
効
果
的
だ
と
思

い
ま
す
。

「
県
外
か
ら
お
帰
り
に
な
っ
た
お

客
様
は
二
週
間
以
内
の
ご
来
店
は

お
控
え
く
だ
さ
い
。」と
言
う
ポ
ッ

プ
を
店
内
に
貼
っ
て
い
ま
す
。今
回

は
ダ
メ
で
も
次
回
以
降
の
来
店
時

に
お
客
さ
ま
自
身
が
気
を
つ
け
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。ポ
ッ
プ
な
ど

に
よ
っ
て
消
毒
、換
気
な
ど
コ
ロ
ナ

対
策
を
き
っ
ち
り
し
て
い
る
店
舗
で

あ
る
事
を
お
客
様
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
次
回
の
来
店
の
安

で
は
、お
客
様
も
マ
ス
ク
着
用
の
ま

ま
の
施
術
で
え
り
周
り
と
眉
毛
の

シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
だ
け
に
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、お
顔
剃
り
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
お
客
様
が
多

数
い
て
、現
在
で
は
お
客
様
の
希
望

に
あ
わ
せ
て
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。散

髪
に
来
ら
れ
な
い
と
コ
ロ
ナ
に

か
か
っ
て
死
ぬ
よ
り
ス
ト
レ
ス
で
死

ぬ
っ
て
言
っ
て
く
れ
る
う
れ
し
い
お

言
葉
も
あ
り
、生
活
に
絶
対
必
要

な
お
仕
事
だ
と
改
め
て
思
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｃ
さ
ん

当
店
の
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
特
別

大
げ
さ
な
事
は
や
っ
て
い
ま
せ
ん
が

通
常
の
消
毒
衛
生
に
加
え
て

①
マ
ス
ク
の
着
用

②
こ
ま
め
な
換
気

③
通
常
以
上
の
こ
ま
め
な
手
洗
い

④
客
待
ち
で
の
お
客
様
同
士
の
近

距
離
で
の
接
触
を
避
け
る

⑤
メ
ガ
ネ・マ
ス
ク
等
を
お
預
か
り

す
る
消
毒
済
み
個
別
ト
レ
イ
の

常
備

様
に
感
謝
の
気
持
ち
で
、マ
ス
ク
を

1
枚
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

と
、銅
イ
オ
ン
の
マ
ス
ク
が
と
て
も

い
い
の
で
、自
分
の
使
用
と
販
売
も

し
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、入
店
時
に
手
指
消
毒

を
、お
客
様
に
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、ど
こ
で
も
手
指
消
毒
さ
れ

て
い
る
の
で
、ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
を

帰
り
に
付
け
て
帰
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
位
だ
と
思
い
ま
す
。出
来
る

限
り
の
こ
と
は
、し
て
い
れ
ば
大
丈

夫
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

Ｂ
さ
ん

う
ち
の
サ
ロ
ン
は
理
容
ブ
ー
ス
三

席
半
個
室
と
一
席
完
全
個
室
な
の

で
お
客
様
は
完
全
予
約
制
で
サ
ロ

ン
内
で
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
ま

Ａ
さ
ん

私
の
お
店
で
は
、ま
ず
お
客
様
に

①
入
店
時
の
手
指
消
毒

②
施
術
中
の
マ
ス
ク
着
用

③
場
合
に
よ
っ
て
は
、フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
の
着
用

④
会
計
時
に
ア
プ
リ
決
済
、ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
使
用
の
お
願

い
　
技
術
者
に
は

①
常
時
店
内
の
換
気

②
お
客
様
ご
と
の
手
指
消
毒

③
施
術
前
後
の
椅
子
、器
具
の
消

毒
④
施
術
中
は
、マ
ス
ク
の
着
用
と
、

手
袋
着
用
な
ど
で
す

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、手
袋
も
マ
ス

ク
も
、お
客
様
毎
に
交
換
。
今
は
、

暑
い
の
で
ク
ー
ラ
ー
を
か
け
っ
ぱ
な

し
で
、一
部
換
気
の
た
め
、窓
を
開

け
て
の
営
業
を
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
、協
力
し
て
頂
い
た
お
客

香
川
県
講
師
会
の
各
講
師
か
ら
各
々
の
自
店
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。さ
す
が
講
師
の
皆
さ
ん

は
意
識
高
く
対
応
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。組
合
員
の
皆
様
も
参
考
に

さ
れ
て
見
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

香
川
県
講
師
会
か
ら
の
提
言

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
　
こ
ん
な
対
応
し
て
い
ま
す
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し
よ
う
も
な
い
の
で
、マ
ス
ク
、手

洗
い
を
一
客
ご
と
に
必
ず
行
う
事

を
心
が
け
て
い
ま
す
。

器
具
消
毒
に
関
し
て
は
、今
ま
で

通
り
消
毒
法
規
則
に
則
っ
て
行
え

ば
問
題
な
い
と
思
い
ま
す
。
あ
と
、

ド
ア
ノ
ブ
や
理
容
椅
子
な
ど
消
毒

す
る
場
合
は
、ア
ル
コ
ー
ル
や
次
亜

塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
で
は
、腐

食
や
劣
化
の
可
能
性
が
あ
り
、二
度

拭
き
す
る
な
ど
手
間
な
の
で
、効
果

が
認
め
ら
れ
て
い
る
界
面
活
性
剤

の
入
っ
た「
か
ん
た
ん
マ
イ
ペ
ッ
ト
」

な
ど
の
住
宅
用
洗
剤
が
お
手
軽
で

す
よ
。

さ（
倦
怠
感
）、味
覚
障
害
等
い
ず
れ

か
の
症
状
が
あ
る
場
合
や
高
齢
者
、

基
礎
疾
患
が
あ
る
場
合
は
す
ぐ
に

最
寄
り
の
保
健
所
な
ど
に
設
置
さ

れ
る「
帰
国
者・
接
触
者
相
談
セ
ン

タ
ー
」に
連
絡
し
対
処
す
る
の
が
い

い
と
思
い
ま
す
。

Ｇ
さ
ん

当
店
で
は
、三
密
を
避
け
る
行
動

を
し
て
い
ま
す
。予
約
制
に
し
て
密

集
を
避
け
る
。
私
の
店
は
三
台
店

で
す
の
で
、真
ん
中
を
な
る
べ
く
使

わ
ず
、距
離
を
取
り
ま
す
。

入
り
口
ド
ア
は
な
る
べ
く
開
け
っ

ぱ
な
し
で
密
閉
を
避
け
る
。特
に
今

年
の
夏
は
開
け
っ
ぱ
な
し
だ
と
居
心

地
が
悪
い
の
で
、適
度
に
開
け
閉
め

し
ま
す
が
。

密
接
に
関
し
て
は
、仕
事
上
ど
う

べ
て
一
人
一
人
洗
浄
、除
菌
し
て

い
ま
す
。

★
眼
鏡
ケ
ー
ス
は
廃
止
し
、タ
オ
ル

の
上
に
置
い
て
も
ら
う
よ
う
に
変

更
し
ま
し
た
。

★
施
術
後
の
椅
子
、棚
等
は
毎
回

除
菌
し
て
い
ま
す
。

★
正
し
い
消
毒
の
知
識
、マ
ス
コ
ミ

情
報
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な

く
最
新
の
情
報
を
入
手
し
、そ
れ

を
元
に
あ
ま
り
恐
れ
す
ぎ
ず
対

応
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Ｆ
さ
ん

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
す
が
、組
合

店
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
な
り
の
対
策

は
行
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

ま
ず
は
自
分
を
含
め
て
家
族
が
商

売
を
し
て
い
る
以
上
責
任
あ
る
行

動
を
と
っ
て
毎
日
検
温
を
し
た
り
、

自
分
が
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て

お
客
様
に
移
し
ク
ラ
ス
タ
ー
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
事
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
理
容
師
は
我
慢

強
い
人
が
多
い
の
で（
笑
）少
々
熱

が
あ
っ
て
も
仕
事
を
す
る
で
し
ょ
う

が
、今
回
は
必
ず
体
調
が
悪
か
っ
た

り
し
た
ら
思
い
切
っ
て
店
を
休
み
二

～
三
日
様
子
を
み
る
と
か
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
る
の
も
い
い
か
と
思
い

ま
す
。

毎
日
検
温
し
て
三
十
七・五
度
以

上
が
四
日
以
上
続
い
た
場
合
と
か
、

息
苦
し
さ（
呼
吸
困
難
）、強
い
だ
る

心
感
を
与
え
て
い
ま
す
。ま
た
会
話

を
極
力
減
ら
す
こ
と
に
も
心
が
け

て
い
ま
す
。

お
客
様
の
要
望
が
あ
れ
ば
マ
ス
ク

を
つ
け
た
ま
ま
の
施
術
に
も
対
応

し
て
い
ま
す
。マ
ス
ク
の
ゴ
ム
を
ク

ロ
ス
に
か
け
る
こ
と
に
よ
り
耳
周
り

の
カ
ッ
ト
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

使
い
捨
て
マ
ス
ク
の
場
合
、思
っ
た

よ
り
も
切
っ
た
髪
は
マ
ス
ク
に
つ
き

ま
せ
ん
。組
合
員
の
皆
さ
ま
も
、そ

う
い
っ
た
お
客
様
の
た
め
に
一
度
試

し
て
み
て
下
さ
い
。

Ｅ
さ
ん

当
店
で
は

★
入
店
時
に
は
非
接
触
型
の
ア
ル

コ
ー
ル
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
に
て
消

毒
を
し
て
頂
き
ま
す
。

★
マ
ス
ク
着
用(

お
客
様
側
は
任
意

で
対
応
し
て
い
ま
す)

★
お
客
様
ご
と
に
手
指
消
毒
を
し

ま
す
。

★
全
員
プ
レ
シ
ャ
ン
プ
ー
を
し
ま

す
。

★
換
気
の
た
め
窓
は
す
べ
て
開
け

て
い
ま
す
。エ
ア
コ
ン
の
負
担
と

か
電
気
代
は
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
す
が
、し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
分
、扇
風
機
、小
型
送
風
機

な
ど
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
お
客
様
に
直
接
触
れ
る
も
の
、道

具
は
も
ち
ろ
ん（
ネ
ッ
ク
シ
ャ
ッ

タ
ー・毛
払
い・ク
ロ
ス
等
）は
す
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ば
多
少
落
ち
着
く
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、マ
ス
ク
、手
洗
い
、う
が
い
、

消
毒
は
し
ば
ら
く
手
放
せ
ず
、過
去

の
よ
う
な
生
活
に
は
戻
れ
な
い
で

し
ょ
う
。

今
年
も
国
庫
補
助
金
事
業
が
始

ま
り
ま
す
。今
年
の
テ
ー
マ
は「
こ

れ
か
ら
の
バ
ー
バ
ー
生
き
残
り
カ
ッ

ト
戦
術
」で
す
が
、
も
う
一
つ
の

テ
ー
マ
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
何

が
出
来
る
か
、が
あ
り
、県
組
合
と

し
て
新
し
い
試
み
に
挑
戦
し
ま
す
。

上
手
く
出
来
る
か
や
っ
て
み
な
け
れ

ば
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、何
も
せ
ず
に
諦
め
る
こ
と
は
し

た
く
な
い
と
の
思
い
で
す
。皆
様
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

な
か
な
か
普
段
通
り
の
生
活
に

は
戻
り
そ
う
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。組

合
行
事
も
多
く
が
中
止
に
な
っ
て

い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
で
は
、香
川
県
に
お

い
て
残
念
な
が
ら
亡
く
な
ら
れ
た

方
も
お
ら
れ
ま
す
が
、一
万
人
に
一

人
の
割
合
で
の
感
染
で
し
か
な
く
、

感
染
し
て
も
多
数
の
方
が
軽
症
で

回
復
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
他
の

感
染
症
よ
り
怖
が
る
事
は
無
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。そ
れ
よ
り
も
感
染

し
た
場
合
、コ
ロ
ナ
差
別
の
よ
う
に

罵
詈
雑
言
を
周
り
か
ら
浴
び
せ
ら

れ
る
、そ
ち
ら
の
方
に
恐
怖
を
感
じ

ま
す
。

早
け
れ
ば
来
年
に
は
、ワ
ク
チ
ン

接
種
が
始
ま
る
よ
う
で
、そ
う
な
れ

六
月
一
日
よ
り
事
務
局
に
新
し

く
中
村
知
子
さ
ん
が
着
任
い
た
し

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

編
集
室
よ
り
お
知
ら
せ

次
回
一
月
号
の
発
行
の
原
稿
締
め

切
り
は
十
一
月
末
日
で
す
。

皆
様
の
ご
投
稿
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
六
〇
ー
〇
〇
六
二

香
川
県
高
松
市
塩
上
町

　
　
　
　
二
丁
目
五
番
二
二
号

香
川
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
　
　
　
　
文
化
広
報
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
八
七
ー
八
三
四
ー
七
六
四
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
七
ー
八
三
三
ー
二
〇
八
一

offi
ce@

kagaw
a-riyo.com

　
　
　
　
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

 

編
集
後
記

全国理容生活衛生同業組合連合会

ワイドプラン加入金額 構　造 ワイドプラン掛金 ご加入できる方
10,500円
19,000円
10,900円
19,700円
11,200円
20,400円
11,600円
21,100円

耐火
非耐火
耐火
非耐火
耐火
非耐火
耐火
非耐火

300万円

400万円

500万円

600万円

火災共済（什器一式）200万円加入者

火災共済（什器一式）300万円加入者

火災共済（什器一式）400万円加入者

火災共済（什器一式）500万円加入者

全理連火災共済

理容店が所有する設備 理容店が所有する什器・備品

❷落雷、風・雹・雪災❶火災、爆発・破裂

※損害額に応じて全理連
火災共済から共済金が
支払われます。

●理容いす
●シャンプー台
●冷暖房設備
●給湯ボイラー
など

●レジスター
●テレビ
●ロッカー
●ソファー
など

理容店が所有する造作

●店舗内の照明機器
●店舗内の建具
（来客用のドア・窓など）
●店舗内の壁のクロス
●造作と判断できる店舗の床板
など

※損害が生じた補償の対象が修理できる場合には修理費を、修理できない場合には再調達価額による支払基準となります。

❺騒擾、労働争議など ❻盗難 ❼水災 ❽❶～❼以外の不測
かつ突発的な事故

❸外部からの物体の
飛来など

❹給排水設備に生じた
事故による水濡れなど

じゅうき

ひょう

そうじょう

みず ぬ

じゅうき

じゅうき

じゅうき

じゅうき

共
済
加
入
推
進
に
つ
い
て

私
が
支
部
長
当
時
に
実
践
し
た

共
済
加
入
推
進
に
つ
い
て
少
し
述

べ
て
み
た
い
。

一
．最
低
月
一
回
以
上
の
地
区
長

会
議
を
開
く
、そ
の
際
、連
合
会
五

共
済
の
加
入
状
況
を
話
し
合
う
。

二
．
各
地
区
長
に
地
区
内
の
家

族
構
成
を
聞
き
出
し
、共
済
の
加

入
状
況
を
把
握
す
る
。

三
．
年
度
内
最
低
一
回
以
上
の

地
区
会
を
開
催
し
地
区
組
合
員
さ

ん
と
の
組
合
の
現
状
に
つ
い
て
話

し
合
う
。

四
．そ
の
際
、組
合
員
さ
ん
個
々

の
共
済
の
加
入
状
況
を
説
明
し
て
、

新
た
に
未
加
入
家
族
の
年
間
掛
け

金
の
見
積
も
り
を
作
り
、加
入
二
年

後
の
特
典
等
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

五
．
新
規
或
い
は
増
口
加
入
者

に
は
加
入
特
別
褒
賞
制
度
を
も
う

け
る
。

六
．
共
済
加
入
推
進
に
は
支
部

長
を
筆
頭
に
共
済
部
長
、地
区
長

の
三
位
一
体
で
行
動
す
る
。

こ
れ
ら
を
実
践
し
た
結
果
坂
出

支
部
は
、団
体
生
命
小
型
加
入
率

三
二
〇
％
で
全
国
第
二
位
の
成
果

を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。
ち
な

み
に
、未
婚
の
加
入
者
は
結
婚
祝
い

金
、或
い
は
子
女
誕
生
祝
い
金
を
頂

い
た
事
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
大
変
感
謝
さ
れ
ま
し
た
事
を

付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。

各
支
部
長
、
共
済
部
長
様
も
細

か
な
活
動
で
更
な
る
成
果
を
あ
げ

て
下
さ
い
ま
す
事
を
希
望
し
ま
す
。

香
川
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

�

理
事
長　
佐
藤　
功

改
め
て
組
合
に
感
謝

新
事
務
局
員
紹
介

五
月
に
入
り
、マ
ス
ク
の
品
不
足

に
改
め
て
痛
感
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

思
い
が
け
ず
組
合
か
ら
マ
ス
ク
と

消
毒
液
が
届
き
、本
当
に
助
か
り
ま

し
た
。感
謝
の
一
言
で
す
。ま
だ
ま

だ
油
断
は
出
来
ま
せ
ん
が
、我
々
の

モ
ッ
ト
ー
、安
心
安
全
な
サ
ー
ビ
ス

を
肝
に
銘
じ
て
、努
力
し
て
ゆ
く
事

を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。と
に
か
く
元

気
で
過
ご
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
た

も
の
で
す
。

（
坂
出
支
部　
藤
田
千
慧
美
）

コ

ラ

ム

初
鰹
送
っ
て
く
れ
し
友
の
居
て

　
　
　
　
　
　
　
瀬
戸
に
今
年
も
黒
潮
の
味

坂
出
支
部　
藤
田
千
慧
美

見
寄
風
や
瀬
戸
に
も
流
る
時
連
れ
て

坂
出
支
部　
藤
田
千
慧
美

減
り
ま
し
た
マ
ス
ク
の
お
か
げ
立
ち
話

坂
出
支
部　
藤
田
千
慧
美

短　

歌

川　

柳

俳　

句

文

芸

欄

中村 知子さん
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